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神戸大学附属社会科学系図書館の蔵書に残された落書きの調査報告 

 

 

平野恭平 

 

 

1．蔵書に残された落書きの資料的価値 

 神戸大学附属社会科学系図書館の一部の蔵書には， 1940 年代後半から 1950 年代中頃に

かけて学生たちによって書かれたとみられる落書きが残されている。この落書きについて

は，すでに平野恭平・三井泉・藤田順也「経営学部創設期の「落書き」による学生たちの心

性史試論：神戸大学附属図書館蔵書を一例として」（『日本経営学会誌』第 48 号，2021 年

12 月）で取り上げられている。同論文では，戦前から経営学を提唱し，日本初の経営学部

の創設に主導的な役割を果たした平井泰太郎の著書『經營學入門』（千倉書房，1932 年）と

『經營學通論』（千倉書房，1935 年）に残されていた学生たちの落書きを分析している。従

来のように，経営学と商学の学問論争や経営学部創設をめぐる議論について，それぞれの代

表的な立場の教員の著書・論文や教授会をはじめとする各種議事録などの内容から考察す

ることにとどまらず，学生たちが手にしたであろう図書館の蔵書に残された落書きから，学

制改革を経た時代の学生たちの平井泰太郎や彼の提唱する経営学に対する考えや心情を読

み解き，当時の歴史的な状況を総体的に記すことを試みたものである。 

 現代であれば，SNS を通じて学生たちの「心の声」を拾えるかもしれないが，過去のこ

とになると極めて困難になる。しかしながら，ある特定の場所（神戸大学附属社会科学系図

書館）の，ある特定の本（経営学部創設を主導した平井泰太郎の著書）に残された多くの学

生たちの落書きは，その手掛かりを与えてくれる。学制改革期から経営学部発足後の時期に

かけて書かれた落書きは，経営学の旗手である平井泰太郎に向けられた応援や批判，彼が教

える経営学に対する学生なりの批評など，かつての学生たちの「心の声」が蘇るようなもの

であった。経営学を応援したくなった学生も，経営学をよく分からないと感じた学生も，伝

統ある商学の方が学問らしいと思った学生も，そういった自分たちの「心の声」を同じ年代

の学び舎を共にする誰かに伝えたい，聞いてもらいたい，共感してもらいたいと思っていた

ように感じられる。当時の学生たちにとって，落書きは，現代の SNS のように，匿名性を

もって「心の声」を表明する手段になっていたといえる。 

 このような蔵書に残された落書きの資料的価値については，平野・三井・藤田の前掲論文

でも言及されているが，改めて触れておくことにする1。現在では，かつてのような発展段

階論に規定された歴史だけではなく，個性ある歴史を目指すという立場や過去を主観的に

構築されるものとみなす立場もあって，歴史資料は多様化している。オーラル・ヒストリー

や画像資料がよく取り上げられるが，本報告が取り上げる落書きも，歴史資料の 1 つに位

置づけることができると考える。 

 蔵書に残された落書きではないが，中世・近世の寺院への落書きに注目した研究では，以

下のように落書きを日常の思考様式や感覚に迫れる歴史資料と評価する。 

 

  落書きは，人間の意識の最も深い部分をさらけ出すのである。文書や記録では，絶対に
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うかがい知ることのできない世界が，落書きにはあるのだ。これを読み解くことで，私

たちは過去に生きた人々の，意識の深い部分にまで，思いを致すことができる2 

 

 ポンペイの埋もれた街に残された落書きを取り上げた研究でもいわれるように，落書き

を「精神の積極的な発露の作業」3とみなすのであれば，落書きから人々の想い・考え・葛

藤などを汲み取ることによって人々の心性史に迫ることができる。エッセイ的な内容では

あるが，かつての所有者が本に残した落書きをはじめとする痕跡を取り上げようとしたも

のもみられる4。必ずしも痕跡を歴史資料として検討しているわけではないが，その痕跡を

残した者の当時の心情に迫ろうと想像をめぐらせており，落書きというものに向き合う上

で求められる姿勢を示唆している。以上から，蔵書に残された落書きは，従来とは異なる視

点と歴史資料から新たな歴史を描ける可能性を秘めているといえる。 

 神戸大学附属社会科学系図書館の蔵書に残された落書きについては，平野・三井・藤田の

研究を通じて，平井泰太郎のいくつかの著書に落書きがあることは確認されているが，その

すべてが把握されているわけではない。そこで，平井泰太郎の他の著書だけではなく，同時

代に生きた関連分野の教員の著書までを含めた調査を行い，学生たちの残した落書きの全

体像に迫っておくことも必要になる。この点は，神戸大学附属社会科学系図書館の蔵書に残

された落書きが，比較的限られた時期に特定の教員の著書に書かれたのかどうかというこ

とを確認するという重要な意味があり，歴史資料として評価することにもつながるもので

ある。 

 また，蔵書に残された落書きについては，保存面でいくつかの問題にも直面している。そ

の 1 つが，落書きそのものが失われつつあるということであり，約 70 年の時を経て落書き

のインクが薄くなっているものや，1940 年代に発行された蔵書を中心に紙の劣化が進んで

いるものなどがある。もう 1 つは，落書きが改変・追加されるということであり，多くの

人々が利用できる書架に置かれているために過去の落書きに手が加えられたり，新たな落

書きが書かれたりする可能性がある。歴史資料としてみれば，蔵書に残された落書きが当時

の状態のまま保存されていくことが望ましいが，現状では必ずしもそれを保証することは

できない5。 

 このようなことから，神戸大学附属社会科学系図書館の蔵書についてのより広範囲な調

査を行い，現状を一度把握するとともに，全体像に少しでも迫ることを試みた。本稿は，そ

の調査結果を報告するものである。 

 

2．平井泰太郎と学生たち 

 歴史研究の中で落書きを資料として利用するのであれば，落書きが書かれることになっ

た背景を理解しておくことが必要である。大きなコンテクストとしての経営学と商学の学

問論争や経営学部創設をめぐる議論については，すでに平野・三井・藤田の前掲論文で整理

されていることに加えて，『神戸大学百年史』をはじめ，いくつかの詳しい文献がある6。そ

のため，ここでは調査結果を報告する前に，平野・三井・藤田の前掲論文では十分に取り上

げることができなかった平井泰太郎の人物像や学生たちとの関係に焦点を絞って，わずか

ではあるが補足しておくことにする。 

 ゼミ生を除けば，多くの学生たちが平井泰太郎に接することができたのは講義の場であ
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ったとみられる。その講義の様子については，当時，実際に講義を受けていた学生が後に何

らかの機会に書いたものが手掛かりになるが，その 1 つとして，1970 年に逝去した平井泰

太郎の追悼記念に刊行された『種を播く人』（平井泰太郎先生追悼記念事業会，1974 年）が

ある。同書は，追悼記念であることから寄稿者や内容に偏りがあるが，学生として接した思

い出が数多く寄せられており，平井泰太郎の講義の様子や人物像について参考になること

も少なくない。そこで，以下では，それらの回想をみておくことにする。 

 よくいわれるように，平井泰太郎の主唱する経営学は，新しい学問として学生たちを惹き

つけていたところが少なからずあったようである。例えば，1933 年に台北高等商業学校に

在籍していた山岡伊三雄は，当時読んだ平井泰太郎の著書『經營學入門』について，以下の

ような感想を残している。ここで言及される『經營學入門』は，平野・三井・藤田の前掲論

文でも取り上げているように，経営学に関心を寄せる者が手にすることの多かったもので

あるが，学生たちにとって評価や好みの分かれるものであったようである7。 

 

  中学から高商に進んだ私には商業関係の予備知識は全く無く，また若い身にあり勝ち

な，何か高尚な理論を求めたいという気負いから，簿記とか商業学といった学問が単に

技術としての知識に過ぎないような気がして，どうしても馴め
（ マ マ ）

なかった。そんな時，た

またま先生の「経営学入門」を手にし，新しい学問の生命の息吹に強く打たれ，何か「経

営学」という魅力ある学問が一歩一歩近づいて来る足音のようなものさえ聞えるよう

で，我を忘れて一気に読み通したことを今でも忘れることができない8。 

 

 平井泰太郎は，生きた事実を具体的に捉える必要を訴え，具体的な事実で検証されない抽

象的な理論では困るという立場であったといわれる9。平井泰太郎の経営学は，ただ新しい

学問というだけではなく，実際のビジネスや経営の話を交えての講義であり，それを経営学

という切り口で様々に解釈や解説したことから，学生たちには，「生きた経営学」として魅

力的に映ったともみられる。そのため，平井泰太郎の講義が面白かったという共通点を多く

の回想で見出すことができる。神戸商業大学の卒業生であり，神戸経済大学附属経営学専門

部講師・教授を経て神戸大学経営学部教授となった稲葉襄は，以下のように思い起こしてい

る。 

 

  先生の授業は天馬空をかけるがごとく，想いがわきあがるにつれ，とうとうと話された。

ときどき奇声に近い調子の高い大声を発せられるので，居眠り組は雷にでも打たれた

ように，いやでも目を覚まされることがしばしばであった。先生得意のポーズは，調子

がのると必ずといってよいほど，両手の親指をチョッキのポケットに入れて，教壇を行

きつ戻りつされながら，講義を続けられるお姿であったと思う。 

   大きな目を爛々と輝かせ，時に口からアワを飛ばせながら，大声でまくしたてる先生

の講義には，常人が考えも付かないようなアイデアや角度の違った新しい解釈が飛び

出し，私などはその着想の奇抜さや雄大さにまったく心打たれることがしばしばであ

った。他の先生方とはスケールの違った点をお持ちのようにも感ぜられた。そのかわり，

先生の講義のノートをとることには苦心した。先生のお話を順序にしたがって，そのま

まとってはノートにならないからである。私は止むを得ず，講義中はノートをとらず，
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ひたすら先生のお話を拝聴し，終ってから，お話を私なりに整理してノート作りをした

ものである。先生の講義は実社会に通じた者でなければできないような材料を次々と

話題にのせ，巧みに経営学の講義を進めていかれた。若い学生の私などは，先生の講義

を聞くたびに，生きた経営学を聞く思いであった10。 

 

 学生たちが平井泰太郎の講義を面白く感じていたのは，実際のビジネスや経営のことだ

けではなく，夢を抱かせるような近未来の姿を語っていたことにも一因があったように思

われる。ただ，そのような中には荒唐無稽のものもあったことから，平井泰太郎は学生たち

に「法螺吹き」や「大風呂敷」の異名をつけられていた。神戸大学経営学部教授となった松

田和久は，次のような話があったことを書いている。 

 

  第二次大戦中すでに先生が，将来テレビが一般家庭に普及し，六甲山腹にトンネルがで

きて，大学から有馬へはすぐに行けて，計算はすべてコンピュータになりますよ，とい

って，人々を笑わせておられたとき，私も夢の話を聞いていた一人である11。 

 

 しかし，新制大学に移行した当時の学生たちは，単純明快に物事を割り切りたがる学生気

質のようなものがあったともいわれており，平井泰太郎の講義は，面白かったという声とと

もに，体系性やまとまりのなさを指摘する声も多くみられた。この点は，平野・三井・藤田

の前掲論文で取り上げられた落書きにもみられたことである。1951 年 10 月に明治大学商

学部より神戸大学経営学部に移った溝口一雄は，次のような古い卒業生たちの話を残して

いる。 

 

  古い卒業生たちにきいてみると，「先生の講義は面白かった。だが，あまり面白いので

ノートをとり忘れてしまって，結局試験のときにはあわてふためくことになる」という

ような声が多い。先生はどちらかといえば，あまり体系的な話は好まれなかったようで

ある。しかし，学生たちに深い印象を与えた講義をされたという点ではおそらく先生の

右に出る人はいないであろう12。 

 

 平井泰太郎門下で後に神戸大学経営学部教授となる森昭夫も，「平井先生というのは非常

に博識で，ものすごくいろいろなことをご存じですが，知りすぎているがゆえにまとまらな

いみたいなところがあって，理論的にどうなんだというかたちでの説得力という点になる

と必ずしも」13明瞭ではなかったと語っている。平井泰太郎としては，自身の手掛けた教科

書もあったことから，必要があればそれらを読めばよいという感じであったようにも思わ

れてならない14。この平井泰太郎を身近にみてきた森の回想としては，真面目そのものの態

度で講義を行っていた宮田喜代蔵の経済学原論との対比や平井泰太郎という人物の理解な

ど，大変興味深いものがあるため，少し長くなるが紹介しておきたい。 

 

  お二人の講義っぷりは，対照的で，宮田先生の講義は，まことに理路整然，体系的で，

概念規定を一つ一つ積み重ねて，じゅんじゅんと説いてゆくというタイプで，決して大

きくはありませんが鋭い，よく透る声で「現象と事象との違いは……」と真面目そのも
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のの態度で講義されていました。一方平井先生の講義の方は正に型破り，ある時はワレ

鐘のような大声を出して絶叫されるかと思えば，またある時は机をドンと叩いて，次に

一段声を低め「そこでね諸君！」と呼びかけ口調に変るといったタイプで，はじめて先

生の講義に接した私のような，無気力な一般学生は文字通りドギモを抜かれたもので

した。ジェスチャーもなかなか派出で，チョッキ（当時まだ背広は三つ揃えが普通でし

た）の脇のところに両手の親指を突っ込んで，残りの四本の指を前に広げるのが先生お

得意のポーズでありましたが，そんな時先生のお話しは良く脱線され，その脱線がまた

面白く，内容的にも為になるものであったため，聞く方としてはその脱線の方につい引

き込まれ，話しの本筋が何であったかが分らなくなってしまうということが，チョイチ

ョイ起ったものでした。 …中略… 

   先生の講義は，内容豊富で警句に満ちており，たしかに面白かったのですが，難解な

こともまた一入でした。講義だけでなく，お書きになったものについても同じことが言

えます。これは，当方の理解力の不足もさることながら，先生の側にもその原因の一端

がなかったとは言えないと思います。 

   確かに先生は，その極めて旺盛な好奇心に裏打ちされた博覧強記，時代の大きな流れ

を見通す鋭い直観，洞察力，時に強引とも思える積極的な実行力，企画力といった面で

偉大な資質にめぐまれ，能力をフルに発揮されましたが，半面，体系的整序性とか，論

理を追っての説得力といった点では，かならずしもめぐまれてはおられませんでした

15。 

 

 最後に，平井泰太郎が設立を主導した神戸経済大学附属経営学専門部の第 1 期生である

島岡司の回想をみておくことにする。平井泰太郎の話を面白く聞いていた学生も，懐疑的に

聞いていた学生も，経営学を代表する教員として平井泰太郎を認め，「泰
や っ

さん」と親しみを

込めて呼んでいた様子がうかがえる。 

 

  一般に十九からはたちは生意気ざかりである。いつの間にか学生の私も陰では平井先

生のことを「泰さん（やっつさん）」と呼び，「どうも泰さんの話にはホラがある」とか

何とか，いっぱしの論評を加えたりするようにはなっていたが，しかし何といっても平

井先生は当時の神戸経済大学の象徴であることは間違いなかったし，当時学生の私た

ちの大きな誇りであったことも言をまたない16。 

 

 ここまでみてきた回想は，平井泰太郎に近く，好意的に捉える人々によるものであり，平

井泰太郎の講義の様子や人物像を理解するには偏りがあるかもしれないが，多少なりとも

それらを知る手掛かりになるといえる。実学として実際のビジネスや経営との関係で学び

を得たいという学生には，平井泰太郎の講義は極めて有意義なものであったかもしれない

が，基礎科学のようないかにも大学という場での学問を志向する学生にとっては，講義では

冗談が多く，まとまりを欠く話であったことが，真面目な態度ではないと映った可能性もあ

る。平井泰太郎や彼の教える経営学を支持する学生たちや，学問的・感情的に立場を異にす

る学生たちの「心の声」が，落書きという捌け口となって現れたのであろう。 
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3．調査の概要 

 調査対象とする神戸大学附属社会科学系図書館の蔵書は，平井泰太郎のものだけではな

く，福田敬太郎・服部英次郎・宮田喜代蔵の著書・訳書も加えることにした。まず，福田敬

太郎については，学制改革期から経営学部発足後の時期にかけて落書きが書かれたことを

考えると，その創設をめぐって異なる意見をもち，学問的にも商学を代表する立場として経

営学の平井泰太郎と論争を繰り広げており，彼の著書にも学生たちが何らかの痕跡を残し

ている可能性があると思われたため，対象に加えることにした。また，服部英次郎について

も，経営学部の創設に反対していた予科の代表的な教員であったことから，その著書・訳書

も調べておく必要があると考えた。このような教員間の立場の違いに基づく調査対象の選

定の他に，分野的な違いを考慮して，平井泰太郎や福田敬太郎と同時代に経済学部で教鞭を

取っていた宮田喜代蔵を確認的な意味合いで対象に加えることにした。先に取り上げた森

の回想でも，平井泰太郎とは正反対の講義の様子であったとされており，調査する意義はあ

るように思われた。 

 4 名の教員の著書・訳書のうち，落書きが主にみられた 1950 年代中頃までに発行された

ものを対象としたが，平井泰太郎に向けられる落書きが多かったことを考慮して，彼につい

てはその時期を超えたものについても，一部ではあるが調査することにした。また，教員が

編者になっているものや執筆者の一員として加わっているものについても対象とした。そ

の中には，平井泰太郎と福田敬太郎のように 2 名の論文・記事が同時に収録されているも

のもあるが，編者として名前の挙がっている方に分類・集計した。これらの調査対象のうち

神戸大学附属社会科学系図書館の個人文庫に置かれているものは，元は各教員が所蔵して

いたために除外している。ただし，教員の蔵書であっても，退職などに際して同館に寄贈さ

れて，個人文庫ではなく通常の書庫に配架されているものもあり，現時点で通常の書架に置

かれているものについては調査対象とした。 

 今回の調査では，蔵書にみられる「落書き」と「書き込み」を確認することを目的として

おり，ただの線引きや印は対象としないことにした。一般的に，「落書き」は，書くべきで

ないところに目的もなく文字や絵をいたずら書きしたもの，「書き込み」は，文章を読んで

気づいたことや不足していることなどを書き加えたものとされる。今回の調査で確認され

た「落書き」には，文章や内容に関連して，もしくはそれに端を発して書かれているという

意味では「書き込み」的な性格をもっているものもみられたが，多くは日常の講義などで接

する教員＝著者を意識して書かれたものであり，著者やその教える学問に対する肯定的な

いし否定的な考えや意見，さらにはやや感情的になった賞賛・悪口・揶揄などが含まれてい

た。そのため，今回の調査では，「書き込み」は，個人的な感情を抜きにして，文章や内容

について純粋に学問を学んだり考えたりする上で書き加えられたものに限定し，文章や内

容に関連しても，教員やその学問に対する個人的な感情がうかがえるものについては，あえ

て「落書き」とした。この定義は，今回の調査を行うために設定したものであり，今後より

精緻化していくことも必要であると考える。 

 今回の調査では，まずは全体像の把握を優先したため，1 冊の中に「落書き」や「書き込

み」が何箇所あるのかまでは数えず，どちらか 1 箇所でも確認されれば，「落書き」のある

蔵書，もしくは「書き込み」のある蔵書として集計した。1 冊の中に「落書き」と「書き込

み」の両方がみられる場合には，それぞれに集計した。「落書き」や「書き込み」について
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は，文字の上をインクで塗りつぶすか幾重もの線で判読できないまでに消したもの，紙やイ

ンクの問題から文字が消えかけて判読が難しいもの，鉛筆で書かれた文字が消されて薄く

なったものなどが少なからず含まれているが，部分的にでも判読できるものであれば，可能

な限り集計の対象とすることにした。4 名が編者となっているもののうち，この 4 名以外の

者が執筆した部分に「落書き」や「書き込み」がある場合にも集計の対象に含めることにし

た。 

 具体的な調査は，2021 年 10 月より神戸大学経営学部平野恭平ゼミに所属する学生たち

が分担して進めた。当初の分担は，平井泰太郎が五味健太郎・津曲杏奈・樋口知士，福田敬

太郎が髙木裕太・子川修都・眞鍋泰自，服部英次郎が紙谷咲彩・三輪紫苑，宮田喜代蔵が水

田千尋・吉住宗晃であった。しかし，調査を進める中で，服部英次郎の著書・訳書の数が少

なく，落書きもほぼみられないことから，紙谷咲彩には著書・訳書の数が多い宮田喜代蔵の

調査に加わってもらった。また，一部の著書については，平野が調査したものもある。この

ように分担して調査を進めたが，対象となるすべての蔵書を確認するには至っていないた

め，2023 年 2 月末までに調査を行った著書・訳書の一覧を付表として示すことにする。 

 調査の際には，著書・訳書の書誌情報とともに，本扉付近に押された図書館印にある受入

日も確認することにした。受入日は，「落書き」や「書き込み」の行われた時期を考える手

掛かりの 1 つになるためである。「落書き」や「書き込み」については，カメラで撮影する

とともに，書かれている頁数や場所，その他の気づいた点などを記録し，可能な限り翻刻や

解説を付すことにした。なお，すべての「落書き」や「書き込み」を記録することは難しい

ため，複数人によって書かれたまとまりのあるものや会話のようになっているもの，内容

的・表現的に興味深いもの，目立った特徴のあるものなどを優先して記録することにした。 

 これらの記録については，すべてを掲載して紹介することはできないため，以下のものを

付属資料として載せることにした。まず，平井泰太郎については，「落書き」を中心に特徴

のあるものを掲載し，参考として一部の「書き込み」を紹介することにした。福田敬太郎に

ついては，数少ない「落書き」の例を挙げるとともに，いくつかの「書き込み」の例を，宮

田喜代蔵については，「落書き」がみられなかったため，「書き込み」の例を載せることにし

た。 

 

4．調査の結果 

 まず，表 1 から全体の傾向を整理すると，やはり平井泰太郎の著書・訳書に落書きが集中

していることが明らかとなり，84 冊のうち 12 冊（14.3%）に落書きがみられた。他の教員

の著書・訳書には，落書きはほぼみられず，福田敬太郎の著書 73 冊のうち 2 冊（2.7%）に

みられただけであった。一方，書き込みについては，平井泰太郎が 19 冊（22.6%），福田敬

太郎が 15 冊（20.5%），宮田喜代蔵が 47 冊のうち 10 冊（21.3%）となっており，ほぼ同程

度であったことが分かる。論争があったとしても，学生たちの落書きだけは，平井泰太郎の

著作・訳書に集中し，そこで学生たちの「心の声」の会話がみられたといえる。 

 この点をもう少し補足しておくと，押印されていた正確な時期は不明であるが，少なくと

も 1932 年から 1953 年までに受け入れた蔵書の一部には，「参考書」印が押されたものがあ

り，それらは多くの学生たちが手にしたとみられる。表 2 によると，平井泰太郎の著作・訳

書で「参考書」印がある 7 冊のうち 6 冊（85.7%）に落書き，4 冊（57.1%）に書き込みが
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みられた。福田敬太郎の落書きがみられた 2 冊の著書のうち 1 冊にも「参考書」印がみら

れた。学生たちが手にする頻度の高い参考書のようなものについては，学生たちも他人にみ

られるということを分かった上で，意図的に落書きを書いていたようにみえる。 

 最後に，表 3 の著書・訳書の発行年と受入年に着目すると，1950 年代中頃までの蔵書に

落書きや書き込みが多いことがうかがえる。福田敬太郎と宮田喜代蔵については，その傾向

が強くみられるが，平井泰太郎については，落書きや書き込みがある 23 冊のうち，1950 年

代前半までに発行されたものが 18 冊（78.3%），受け入れられたものが 14 冊（60.9%）で

あり，落書きに限定すれば，発行年が 1950 年代前半以前 9 冊，1950 年代後半以降 3 冊と

なっている。個々の落書きや書き込みからみても，1959 年 10 月 21 日の日付が書かれたも

のもあり，1950 年代後半には減少しているものの，依然として 1950 年代末にかけても学

生たちが落書きを行っていたことが裏づけられる。推測の域にとどまるが，1960 年に平井

泰太郎が定年退職を迎えるまで，前期に経営政策，後期に経営学総論の講義を行っていたこ

ともあって，その講義を受けた学生たちが，講義で言及された本に講義の感想も交えて落書

きを行ったという可能性がある。また，蔵書に残された落書きをみて，つい落書きを書きた

くなったということもあり，落書きが落書きを呼び込むという面もあったように思われて

ならない17。 

 

 

 
 

 

 
 

 

表1：調査結果（1）

B B/A C C/A
（冊） （冊） （%） （冊） （%）

平井泰太郎 84 12 14.3 19 22.6
福田敬太郎 73 2 2.7 15 20.5
宮田喜代蔵 47 0 0 10 21.3
服部英次郎 4 0 0 0 0

合計 208 14 6.7 44 21.2
（注）1冊の中に「落書き」と「書き込み」の両方がみられる場合，それぞれに集計した。

落書き 書き込み
調査対象

A

表2：調査結果（2）

B B/A C C/A
（冊） （冊） （%） （冊） （%）

平井泰太郎 7 6 85.7 4 57.1
福田敬太郎 9 1 11.1 3 33.3
宮田喜代蔵 1 0 - 1 100
服部英次郎 0 0 - 0 - 

合計 17 7 41.2 8 47.1
（注）1冊の中に「落書き」と「書き込み」の両方がみられる場合，それぞれに集計した。

落書き 書き込み
参考書印のある蔵書

A
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 落書きの内容としては，平井泰太郎の講義の影響や印象が少なからずあったと思われる

学生たちの体感的なものではあるが，経済学や商学と比べた経営学の脆弱な体系性，曖昧な

概念の定義や理論の展開，抽象的・比喩的な表現などに不満がもたれていた傾向がある。ま

た，経営学でいう利潤追求という点を忌避したり揶揄したりするようなものもあった。この

ような批判的・否定的な落書きに対しては，教員と学生たちとの距離が今以上に近く，平井

泰太郎の熱い想いを直接受け止めた学生たちによると思われる擁護や応援の落書きがみら

れた。その擁護や応援の落書きは，学問的な内容をともなったものというよりも，感情的な

ものにとどまっていた。福田敬太郎の著書にも，わずかながら落書きがみられたが，文章や

内容とは離れる形で，しかもやや感情的な面をともないつつ，散発的に書かれたものであっ

た。一方，書き込みについては，学生たちが真面目に勉強していた様子が伝わってくるよう

なものが，福田敬太郎や宮田喜代蔵の著書・訳書によくみられた。それらの中には，著者の

主張を批判的に検討しながら読み進めている姿が浮かび上がってくるものもあった。 

 今回の調査によって，平井泰太郎の著書・訳書に集中する形で数多くの落書きが残ってい

ることが明らかになった。経営学部の象徴的な存在であり，経営学を背負って立つ平井泰太

郎は，好意的に感じていた者にとっても，批判的にみていた者にとっても，否定的に捉えて

いた者にとっても，注目の的となっていたのであろう。落書きが活発にみられた時期は，平

野・三井・藤田の前掲論文で指摘されるように，学制改革期から経営学部発足後の時期であ

る 1940 年代後半から 1950 年代前半までに多くみられたが，その後も，平井泰太郎の個性

が，学生たちを惹きつけ，落書きを書こうとする気持ちを誘発していたのかもしれない。 

 

5．展望と課題 

 平井泰太郎の著書・訳書に残された落書きについては，経営学と商学の学問論争や経営学

部創設をめぐる議論を学生側の視点から捉えるだけの資料にとどまるものではない。経営

学の確立・発展に情熱を注いだ平井泰太郎という強烈な個性をもった人物を学生側から理

解する手掛かりになり，また経営学という学問の確立過程の中で，その学問の受け手である

学生たちが，経営学をどのようにみていたのか，どこに問題や限界を感じていたのか，どの

ように商学や経済学と比べていたのかなどを考える手掛かりにもなる。教員の人物像や学

問の確立過程に落書きを通じて学生側の視点からアプローチすることには，まだ研究の可

表3：調査結果（3）

発行年 受入年 発行年 受入年 発行年 受入年 発行年 受入年
（冊） （冊） （冊） （冊） （冊） （冊） （冊） （冊）

1290年代 0 0 1 1 1 1 0 0
1930年代 10 8 8 7 3 2 0 0
1940年代前半 0 0 1 0 3 3 0 0
1940年代後半 0 0 1 1 2 1 0 0
1950年代前半 8 6 4 4 1 1 0 0
1950年代後半 4 6 0 0 0 1 0 0
1960年代 1 1 0 2 0 1 0 0
1970年代 0 2 0 0 0 0 0 0

合計 23 23 15 15 10 10 0 0
（注）「落書き」と「書き込み」の一方ないし両方が確認された蔵書の発行年と受入年を集計した。

平井泰太郎 福田敬太郎 宮田喜代蔵 服部英次郎
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能性があるように思われる。さらには，神戸大学でみられたような学生たちの落書きを通じ

た「心の声」の会話が，他でも確認できる現象であったのか，かつての校風や学生文化とで

もいえるものなのかなど，他大学の調査も行うことによって，もう少し大きく捉えることに

も研究の可能性があるように思われる。教員と学生との距離感や関係性に迫ることを通じ

て，大学という場での知の交流を考えることにつながるかもしれない。 

 最後に課題としては，すでに触れていることではあるが，落書きの定義の精緻化の他，歴

史資料としての価値や保存の検討が考えられる。特に蔵書に残された落書きの保存は，歴史

資料としての落書きと公共物としての図書館の蔵書との間で考えていかなければならない

複雑な問題である。歴史資料としてみれば，何らかの形で保存することが必要になるし，図

書館の蔵書の公共性を考えれば，利用者に気持ちよく読んでもらえるように，また新しい落

書きや書き込みの呼び水とならないように，落書きを消していくことも必要になる。落書き

を残すにしても消すにしても，その定義・価値・保存などを一度しっかりと考えておくこと

が求められる。 

 

［付記］ 今回の調査には，神戸大学経営学部生の紙谷咲彩・五味健太郎・髙木裕太・津曲

杏奈・子川修都・樋口知士・眞鍋泰自・水田千尋・三輪紫苑・吉住宗晃の諸氏にご協力いた

だきました。就職活動や卒業論文の作成などがある中で，献身的に調査に取り組んでいただ

いたことに，心から感謝申し上げます。なお，本報告では，歴史資料として過去の落書きや

書き込みを評価していますが，現代社会における公共物や許可を得ない私有物への落書き

や書き込みという行為を容認するものではありません。 
 

1 蔵書に残されたものではないが，寺院の壁からみつかった落書きが文化財や歴史資料とし

て注目されることもある（「落書き 440 年後に文化財」『朝日新聞』大阪夕刊，2021 年 1 月

23 日）。 
2 三上喜孝『落書きに歴史をよむ』吉川弘文館，2014 年，229 頁。 
3 本村凌二『ポンペイ・グラフィティ：落書きに刻むローマ人の素顔』中央公論社，1996 年，

220 頁。 
4 古沢和宏『痕跡本のすすめ』太田出版，2012 年；古沢和宏『痕跡本の世界：古本に残さ

れた不思議な何か』筑摩書房，2015 年。 
5 平野・三井・藤田の研究で主に用いられた神戸大学附属社会科学系図書館所蔵の平井泰太

郎『經營學入門』千倉書房，1932 年，請求記号 1-1-700，平井泰太郎『經營學通論』千倉書

房，1935 年，請求記号 1-1-755，1-1-756，1-1-761 の計 4 冊は，その資料的価値から大学

文書史料室に移管することになった。そのため，この 4 冊については，今回の調査対象から

除外している。 
6 山本安次郎『日本経営学五十年：回顧と展望』東洋経済新報社，1977 年；神戸大学百年

史編集委員会編『神戸大学百年史 部局史』神戸大学，2005 年；神戸大学百年史編集委員

会編『神戸大学百年史 通史Ⅱ 新制神戸大学史』神戸大学，2010 年；岡部孝好『神戸高

商と神戸商大の会計学徒たち：その苦闘と栄光』神戸新聞総合出版センター，2017 年；上

林憲雄・清水泰洋・平野恭平編『経営学の開拓者たち：神戸大学経営学部の軌跡と挑戦』中

央経済社，2021 年などがある。 
7 この『經營學入門』について，神戸商業大学時代から同僚として平井泰太郎とともに経営

学を担ってきた古林喜楽は，「一読だけしたものは，恐らくつかみどころがないと言うであ

ろう。端的に簡潔に，なぜもっと明確に規定をされないのであろうかと腹立たしさを感ずる

でもあろう。又奔放自在に走る筆ぽうに気を奪われながらも学術的でないと割り切ってし
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まうものもある」（古林喜楽「平井経営学の構想：「経営学入門」の再評価」『国民経済雑誌』

第 102 巻第 4 号，1960 年 10 月，20 頁）と述べている。 
8 平井泰太郎先生追悼記念事業会編『種を播く人』平井泰太郎先生追悼記念事業会，1974
年，212 頁。 
9 同上，70 頁。 
10 同上，130-131 頁。 
11 同上，152 頁。1953 年に一橋大学商学部を第１期生として卒業し，神戸大学経営学部に

助手として着任した水島一也は，平井泰太郎の講義について，大阪「湾岸道路を予言したと

いうんだから。必ずできますと言って。また，つくらなければいけませんって。講義のとき

にそれをほら吹きまくったんだってね。 …中略… もう一つおもしろいのは，大学へ来る

のに，例えば阪急六甲とか，あそこでタワーをつくって，横にくればいいように。そういう

ことまで言っておられた。それで学生は大喜びして，そういう話を」（「神戸大学百年史資料 

水島名誉教授インタビュー」作成日時不明，28 頁，神戸大学大学院経営学研究科所蔵）と

語っている。 
12 平井泰太郎先生追悼記念事業会，前掲書，141 頁。神戸高等商業学校時代から教員とし

て在籍していた水谷一雄は，学生からの話として，「ただ面白い面白いで時間が経って講義

が終わってさて何を聴いたか想い出して整理して見ようとしても，どうもまとめるのにと

まどいするらしい」（同前，110 頁）と同様の逸話を紹介している。 
13 「神戸大学百年史資料 森名誉教授インタビュー」2001 年 10 月 1 日，8 頁，神戸大学

大学院経営学研究科所蔵。 
14 例えば，『神戸經濟大學新聞』（第 13 号，1947 年 9 月 10 日）では，平井泰太郎が，学生

からの質問に答えるとともに，自身の著書のある頁を読むように指示する様子がみられる。 
15 平井泰太郎先生追悼記念事業会，前掲書，273-274 頁。 
16 同上，286 頁。 
17 都市空間に書かれた落書きを対象とした研究では，1 つの落書きが呼び水となる可能性

が指摘される（大坪国順・渡辺大地「山手線駅周辺での落書きの空間分布と周辺環境との関

係」『地球環境学』第 7 号，2013 年 3 月，3 頁）。 



付表：2023年2月末までに調査を行った蔵書一覧

平井 1 産業合理化圖表選　展覽會版 平井泰太郎編 ぐろりあそさえて 1930年 1-1-550 1930年6月25日 × × 津曲
平井 2 産業合理化圖表選　増訂再版 平井泰太郎編 ぐろりあそさえて 1930年 1-1-565 1930年10月8日 × × 津曲
平井 3 今日及明日の小賣業 平井泰太郎 高橋製帽所 1931年 1-1-595 1931年3月30日 × × 津曲
平井 4 商店經營の秘訣 平井泰太郎 高橋製帽所 1931年 1-1-657 1932年1月22日 × × 津曲
平井 5 經營學入門 平井泰太郎 千倉書房 1932年 1-1-3058 1962年3月31日 教員蔵書 × × 平野
平井 6 經營學文獻解説 平井泰太郎編 千倉書房 1932年 1-1-3158//42 1962年3月31日 教員蔵書 × × 平野
平井 7 經營學入門 平井泰太郎 千倉書房 1932年 1-1-5745 1972年5月10日 教員蔵書 × × 平野
平井 8 經營学の常識 平井泰太郎 千倉書房 1932年 1-1-685 1932年5月6日 参考書印 ○ ○ 五味
平井 9 經營學文獻解説 平井泰太郎編 千倉書房 1932年 1-1-6157//42 1948年7月16日 教員蔵書 × × 津曲
平井 10 經營學文獻解説 平井泰太郎編 千倉書房 1932年 1-1-662 1932年2月7日 × ○ 津曲
平井 11 經營學文獻解説 平井泰太郎編 千倉書房 1932年 1-1-663 1932年2月7日 参考書印 × × 津曲
平井 12 經營學文獻解説 平井泰太郎編 千倉書房 1932年 1-1-9396 1981年8月17日 × 津曲
平井 13 簿記敎科書 平井泰太郎 三省堂 1932年 1-7-1767 1962年3月31日 教員蔵書 × × 津曲

平井 14 有機觀對照表學説
シュミット（平井泰太郎監
修，山下勝治訳）

同文館 1934年 1-7-3068 1970年10月15日 × × 津曲

平井 15 有機觀對照表學説
シュミット（平井泰太郎監
修，山下勝治訳）

同文館 1934年 1-7-3210 1971年6月29日 教員蔵書 × ○ 津曲

平井 16 有機觀對照表學説
シュミット（平井泰太郎監
修，山下勝治訳）

同文館 1934年 1-7-408 1935年4月4日 × × 津曲

平井 17 有機觀對照表學説
シュミット（平井泰太郎監
修，山下勝治訳）

同文館 1934年 1-7-5276 1981年8月17日 × × 津曲

平井 18 經營學通論 平井泰太郎 千倉書房 1935年 1-1-1753 1956年3月10日 ○ × 平野
平井 19 經營學通論 平井泰太郎 千倉書房 1935年 1-1-3158//3 1962年3月31日 教員蔵書 × × 津曲
平井 20 經營形態と會計形態 平井泰太郎 不明 1935年 1-7-491 不明 × × 津曲
平井 21 アシユレイ經營學槪説 平井泰太郎 同文館 1936年 1-1-3059 1962年3月31日 教員蔵書 × × 津曲
平井 22 アシユレイ經營學槪説 平井泰太郎 同文館 1936年 1-1-5465 1971年9月23日 教員蔵書 × × 津曲
平井 23 アシユレイ經營學槪説 平井泰太郎 同文館 1936年 1-1-5748 1972年5月10日 教員蔵書 × × 津曲
平井 24 アシユレイ經營學槪説 平井泰太郎 同文館 1936年 1-1-809 1936年10月28日 × ○ 津曲
平井 25 簿記敎科書　改訂版 平井泰太郎 三省堂 1936年 1-7-1768 1962年3月31日 教員蔵書 × × 津曲
平井 26 簿記敎科書　改訂版 平井泰太郎 三省堂 1936年 1-7-434 1936年2月5日 × ○ 津曲
平井 27 評價學説の相對的眞實性及び階層性 平井泰太郎 不明 1937年 1-7-512 1937年8月21日 × × 樋口
平井 28 平井簿記敎科書　改訂版 平井泰太郎 三省堂 1937年 1-7-476 1937年4月14日 × × 津曲
平井 29 平井簿記敎科書　改訂版 平井泰太郎 三省堂 1937年 1-7-558 1939年3月6日 × × 津曲
平井 30 販賣組織の更改と經營機構 平井泰太郎 巖松堂書店 1938年 1-1-2783 1962年3月31日 教員蔵書 × × 津曲
平井 31 販賣組織の更改と經營機構 平井泰太郎 巖松堂書店 1938年 1-1-5721 1972年5月10日 教員蔵書 × × 津曲
平井 32 販賣組織の更改と經營機構 平井泰太郎 巖松堂書店 1938年 1-1-903 1938年7月4日 ○ ○ 津曲
平井 33 販賣組織の更改と經營機構 平井泰太郎 巖松堂書店 1938年 1-1-909 1938年10月15日 参考書印 ○ ○ 津曲
平井 34 ロヂスモグラフイアの構想及びその論理 平井泰太郎 不明 1939年 1-7-563 1939年6月16日 × ○ 樋口
平井 35 簿記敎科書　三訂版 平井泰太郎 三省堂 1939年 1-7-1769 1962年3月31日 教員蔵書 × × 津曲
平井 36 簿記敎科書　三訂版 平井泰太郎 三省堂 1939年 1-7-565 1939年8月21日 × ○ 津曲
平井 37 靑年學校商業敎科書　一巻 平井泰太郎編 教育図書 1941年 1-1-1037//1 1941年6月9日 × × 津曲
平井 38 靑年學校商業敎科書　二巻 平井泰太郎編 教育図書 1941年 1-1-1037//2 1941年6月9日 × × 津曲
平井 39 靑年學校商業敎科書　三巻 平井泰太郎編 教育図書 1941年 1-1-1037//3 1941年6月9日 × × 津曲
平井 40 靑年學校商業敎科書　四巻 平井泰太郎編 教育図書 1941年 1-1-1037//4 1941年6月9日 × × 津曲
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平井 41 靑年學校商業敎科書　五巻 平井泰太郎編 教育図書 1941年 1-1-1037//5 1941年6月9日 × × 津曲
平井 42 國防經濟講話 平井泰太郎 千倉書房 1941年 5-3-1632 1941年6月23日 × × 樋口
平井 43 経営目的の達成と経営構造 平井泰太郎編 國元書房 1950年 1-1-1312 1950年11月16日 参考書印 ○ ○ 五味
平井 44 経営組織の発展と計算思考 平井泰太郎編 國元書房 1950年 1-1-1347 1950年2月28日 ○ ○ 樋口
平井 45 経営目的の達成と経営構造 平井泰太郎編 國元書房 1950年 1-1-1752 1956年3月10日 × ○ 樋口
平井 46 経営目的の達成と経営構造 平井泰太郎編 國元書房 1950年 1-1-2785 1962年3月31日 教員蔵書 × × 平野
平井 47 経済安定と企業経営 平井泰太郎編 國元書房 1950年 1-1-1360 1950年5月15日 × × 津曲
平井 48 経営組織の発展と計算思考 平井泰太郎編 国元書房 1950年 1-1-2784 1962年3月31日 教員蔵書 × × 津曲
平井 49 経営組織の発展と計算思考 平井泰太郎編 國元書房 1950年 1-1-5744 1972年5月10日 教員蔵書 × ○ 津曲
平井 50 企業会計原則批判 平井泰太郎編 國元書房 1950年 1-7-850 1950年9月20日 参考書印 ○ × 津曲
平井 51 経営の内部関係と外郭関係 平井泰太郎編 國元書房 1951年 1-1-1452 1951年10月19日 参考書印 ○ × 津曲
平井 52 経営の内部関係と外郭関係 平井泰太郎編 國元書房 1951年 1-1-1465 1951年11月5日 参考書印 ○ ○ 津曲
平井 53 経営の内部関係と外郭関係 平井泰太郎編 國元書房 1951年 1-1-1751 1956年3月10日 × × 津曲
平井 54 経営の内部関係と外郭関係 平井泰太郎編 国元書房 1951年 1-1-2786 1962年3月31日 教員蔵書 × × 津曲
平井 55 經濟統制の底流 平井泰太郎 東洋経済新報社 1951年 5-3-2380 1951年5月21日 × ○ 樋口
平井 56 経営コンサルタント 平井泰太郎編 東洋書館 1952年 1-1-1485 1952年6月5日 × × 津曲
平井 57 経営7M 平井泰太郎編 東洋経済新報社 1952年 1-1-1517 1953年2月10日 × × 津曲
平井 58 経営コンサルタント 平井泰太郎編 東洋書館 1952年 1-1-2787 1962年3月31日 教員蔵書 × × 津曲
平井 59 経営7M 平井泰太郎編 東洋経済新報社 1952年 1-1-7293 1953年3月15日 × × 津曲
平井 60 経営7M 平井泰太郎編 東洋経済新報社 1952年 1-1-9315 1981年8月17日 × × 津曲
平井 61 會社經理 平井泰太郎編 森山書店 1952年 1-7-1013 1952年7月14日 × × 津曲
平井 62 會社經理 平井泰太郎編 森山書店 1952年 1-7-3056 1970年10月15日 × × 津曲

平井 63 伊丹の工業と商業
平井泰太郎・米花稔・荒川祐
吉

神戸大学経営研究
会

1953年 1-8-334 1954年1月25日 × × 津曲

平井 64 伊丹の工業と商業
平井泰太郎・米花稔・荒川祐
吉

神戸大学経営研究
会

1953年 1-8-595 1962年3月31日 × × 津曲

平井 65 ビジネス・リーダーシップ
R・A・ゴードン（平井泰太
郎・森昭夫訳）

東洋経済新報社 1954年 1-1-1775 1956年5月18日 × × 樋口

平井 66 オートメーションによって経営はどう変るか ダイヤモンド社編 ダイヤモンド社 1956年 1-1-1811 1956年11月20日 ○ × 津曲
平井 67 オートメーションによって経営はどう変るか ダイヤモンド社編 ダイヤモンド社 1956年 1-1-2985 1957年7月10日 × × 津曲
平井 68 オートメーションによって経営はどう変るか ダイヤモンド社編 ダイヤモンド社 1956年 1-1-7325 1956年11月12日 × × 津曲
平井 69 株式會社の法理論と實際 大阪株式事務懇談会編 有斐閣 1957年 3-3-863 1957年10月5日 × × 樋口
平井 70 第四の旅 平井泰太郎 不明 1957年 1-1-1983 1958年2月20日 × × 津曲
平井 71 株式会社法改正の基本理念および構想 平井泰太郎 不明 1957年 1-1-2175 1959年3月30日 × × 津曲
平井 72 株式会社法改正の基本理念および構想 平井泰太郎 不明 1957年 3-1-1315 1957年11月20日 × × 津曲
平井 73 経営構造の進展と経営学の対象 平井泰太郎 神戸大学経営学部 1958年 1-1-2198 1959年5月30日 × ○ 樋口
平井 74 経営構造の進展と経営学の対象 平井泰太郎 神戸大学経営学部 1958年 1-1-2199 1959年5月30日 ○ ○ 津曲
平井 75 水島鉄也 平井泰太郎 日本経済新聞社 1959年 6-4-787 1959年3月30日 ○ ○ 五味

平井 76 トップ・マネジメントの組織
平井泰太郎・菅谷重平・山城
章

ダイヤモンド社 1961年 1-1-2500//2 1961年5月15日 × ○ 五味

平井 77 この壁を破れ 平井泰太郎 日本事務能率協会 1961年 1-1-7163 1976年9月10日 教員蔵書 × × 津曲
平井 78 平井泰太郎経営学論集 神戸大学経営学研究室編 千倉書房 1972年 1-1-5886 1972年9月16日 × × 津曲
平井 79 平井泰太郎経営学論集 神戸大学経営学研究室編 千倉書房 1972年 1-1-5887 1972年9月16日 × × 津曲
平井 80 平井泰太郎経営学論集 神戸大学経営学研究室編 千倉書房 1972年 1-1-5888 1972年9月20日 × × 津曲
平井 81 平井泰太郎経営学論集 神戸大学経営学研究室編 千倉書房 1972年 1-1-5889 1972年9月20日 × × 津曲
平井 82 平井泰太郎経営学論集 神戸大学経営学研究室編 千倉書房 1972年 1-1-5890 1972年9月25日 × × 津曲
平井 83 平井泰太郎経営学論集 神戸大学経営学研究室編 千倉書房 1972年 1-1-6127 1973年6月12日 × × 津曲
平井 84 生産性向上とオートメイション 平井泰太郎 日本学術振興会 不明 1-1-1851 1957年3月20日 × × 樋口



福田 1 經濟的豫見とその限界 福田敬太郎 不明 1923年 5-3-481 1926年4月6日 × ○ 眞鍋
福田 2 經濟的豫見とその限界 福田敬太郎 不明 1923年 5-3-482 1926年4月6日 × × 眞鍋
福田 3 經濟的豫見とその限界 福田敬太郎 不明 1923年 5-3-483 1926年4月6日 × × 眞鍋
福田 4 市場論 福田敬太郎 千倉書房 1930年 1-1-3158//12 1962年3月31日 教員蔵書 × × 眞鍋
福田 5 市場論 福田敬太郎 千倉書房 1930年 1-1-6157/12 1948年7月16日 教員蔵書 × × 眞鍋
福田 6 市場論 福田敬太郎 千倉書房 1930年 1-5-281 1930年4月2日 × ○ 眞鍋
福田 7 市場論 福田敬太郎 千倉書房 1930年 1-5-294 1930年7月10日 × × 眞鍋
福田 8 市場論 福田敬太郎 千倉書房 1930年 1-5-295 1930年7月10日 × × 眞鍋
福田 9 市場論 福田敬太郎 千倉書房 1930年 1-5-898 1972年5月10日 教員蔵書 × × 眞鍋
福田 10 商業槪論 福田敬太郎 千倉書房 1931年 1-1-621 1931年11月27日 × ○ 高木
福田 11 商業槪論 福田敬太郎 千倉書房 1931年 1-1-6157//39 1948年7月16日 教員蔵書 × × 高木
福田 12 市場政策原理 福田敬太郎 春陽堂 1932年 1-5-320 1932年10月5日 × ○ 眞鍋
福田 13 市場政策原理 福田敬太郎 春陽堂 1932年 1-5-665 1962年3月31日 × ○ 眞鍋
福田 14 市場政策原理 福田敬太郎 春陽堂 1932年 1-5-855 1970年10月15日 × × 眞鍋

福田 15 中央卸賣市場の職能に關する一考察 福田敬太郎
神戸商業大学商業
研究所

1932年 5-1-68//59 1933年4月24日 × × 眞鍋

福田 16 中央卸賣市場の職能に關する一考察 福田敬太郎
神戸商業大学商業
研究所

1932年 5-1-69//59 1933年4月24日 × × 眞鍋

福田 17 證券市場論 福田敬太郎 東洋出版社 1935年 1-1-3159//22 1962年3月31日 教員蔵書 × × 眞鍋
福田 18 證券市場論 福田敬太郎 東洋出版社 1935年 1-2-1123 1935年7月17日 × ○ 眞鍋
福田 19 證券市場論 福田敬太郎 東洋出版社 1935年 1-2-1124 1935年7月15日 × ○ 眞鍋
福田 20 證券市場論 福田敬太郎 東洋出版社 1935年 1-5-667 1962年3月31日 × × 眞鍋
福田 21 證券市場論 福田敬太郎 東洋出版社 1935年 1-5-865 1971年6月29日 × × 眞鍋
福田 22 取引所論 福田敬太郎 千倉書房 1938年 1-1-3148//8 1962年3月31日 教員蔵書 × × 高木
福田 23 取引所論 福田敬太郎 千倉書房 1938年 1-5-388 1938年4月9日 × × 高木
福田 24 取引所論 福田敬太郎 千倉書房 1938年 1-5-391 1938年4月18日 × ○ 高木
福田 25 取引所論 福田敬太郎 千倉書房 1938年 1-5-901 1972年5月10日 教員蔵書 × × 高木
福田 26 商業槪論　新訂版 福田敬太郎 千倉書房 1939年 1-1-940 1939年3月14日 × ○ 高木
福田 27 商業槪論　新訂版 福田敬太郎 千倉書房 1939年 1-1-992 1940年5月1日 × × 高木
福田 28 商業槪論　新訂版 福田敬太郎 千倉書房 1939年 1-1-3158//39 1962年3月31日 教員蔵書 × × 高木
福田 29 株式相場統制 福田敬太郎 千倉書房 1941年 1-5-417 1941年6月30日 参考書印 × × 眞鍋
福田 30 株式相場統制 福田敬太郎 千倉書房 1941年 1-5-466 1954年11月20日 × × 眞鍋
福田 31 株式相場統制 福田敬太郎 千倉書房 1941年 1-5-669 1962年3月31日 × ○ 眞鍋

福田 32
株式の投資価値並に市場価格の分析による投機
統制の原理に関する研究　第一編

福田敬太郎 不明 1941年 1-5-674//1 1962年3月31日 × × 眞鍋

福田 33
株式の投資価値並に市場価格の分析による投機
統制の原理に関する研究　第二編

福田敬太郎 不明 1941年 1-5-674//2 1962年3月31日 × × 眞鍋

福田 34 株式相場統制 福田敬太郎 千倉書房 1941年 1-5-900 1972年5月10日 教員蔵書 × × 眞鍋
福田 35 國民食糧 福田敬太郎 千倉書房 1942年 5-3-1880 1943年10月9日 × × 高木
福田 36 國民食糧 福田敬太郎 千倉書房 1942年 5-3-3553 1962年3月31日 × × 高木
福田 37 國民食糧 福田敬太郎 千倉書房 1942年 5-3-6551 1972年5月10日 教員蔵書 × × 高木
福田 38 商業槪論 福田敬太郎 千倉書房 1943年 1-1-1169 1944年2月15日 × × 高木
福田 39 商業槪論 福田敬太郎 千倉書房 1943年 1-1-1178 1944年4月20日 × × 高木
福田 40 商業槪論 福田敬太郎 千倉書房 1943年 1-1-1578 1953年11月5日 教員蔵書 × × 高木
福田 41 商業槪論 福田敬太郎 千倉書房 1943年 1-1-5731 1972年5月10日 教員蔵書 × × 高木
福田 42 配給論 福田敬太郎 同文館 1948年 1-1-1269 1948年11月27日 参考書印 ○ ○ 平野
福田 43 證券市場論 福田敬太郎 ダイヤモンド社 1949年 1-5-670 1962年3月31日 × × 平野
福田 44 市場論 福田敬太郎 春秋社 1950年 1-5-448 1950年11月16日 参考書印 × ○ 眞鍋



福田 45 市場論 福田敬太郎 春秋社 1950年 1-5-449 1950年12月6日 ○ ○ 眞鍋
福田 46 市場論 福田敬太郎 春秋社 1950年 1-5-452 1951年2月15日 × × 眞鍋
福田 47 市場論 福田敬太郎 春秋社 1950年 1-5-470 1956年12月18日 × × 眞鍋
福田 48 市場論 福田敬太郎 春秋社 1950年 1-5-671 1962年3月31日 × × 平野
福田 49 市場論 福田敬太郎 春秋社 1950年 1-5-672 1962年3月31日 × × 平野
福田 50 現代經營學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1544//1 1953年10月5日 参考書印 × × 高木
福田 51 現代會計學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1544//2 1953年10月5日 参考書印 × × 平野
福田 52 現代商學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1544//3 1953年10月5日 参考書印 × ○ 平野
福田 53 現代經營學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1545//1 1953年10月5日 参考書印 × × 高木
福田 54 現代會計學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1545//2 1953年8月5日 参考書印 × × 平野
福田 55 現代商學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1545//3 1953年8月5日 参考書印 × × 平野
福田 56 現代經營學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1550//1 1953年10月5日 × × 高木
福田 57 現代會計學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1550//2 1953年10月5日 × × 平野
福田 58 現代經營學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1551//1 1953年10月5日 × × 高木
福田 59 現代會計學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1551//2 1953年10月5日 × × 平野
福田 60 現代經營學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1552//1 1953年10月5日 × × 高木
福田 61 現代會計學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1552//2 1953年10月5日 × × 平野
福田 62 現代經營學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1553//1 1953年10月5日 × × 高木
福田 63 現代會計學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1553//2 1953年10月5日 × × 平野
福田 64 現代經營學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1554//1 1953年10月5日 × × 高木
福田 65 現代會計學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1554//2 1953年10月5日 × × 平野
福田 66 現代經營學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1555//1 1953年10月5日 × × 高木
福田 67 現代會計學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1555//2 1953年10月5日 × × 平野
福田 68 現代經營學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1556//1 1953年8月5日 × × 高木
福田 69 現代會計學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1556//2 1953年10月5日 × × 平野
福田 70 現代經營學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1557//1 1953年10月5日 × × 高木
福田 71 現代會計學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1557//2 1953年10月5日 × × 平野
福田 72 現代商學の課題 福田敬太郎編 森山書店 1953年 1-1-1557//3 1953年10月5日 × ○ 平野
福田 73 市場論　新版 福田敬太郎 春秋社 1953年 1-5-673 1962年3月31日 × × 平野
服部 1 中世哲學の精神　上巻 ジルソン（服部英次郎訳） 三省堂 1944年 11-1-1507 1944年7月24日 × × 紙谷

服部 2 聖アウグスティヌスとその時代
クリストファ・ドウソン（服
部英次郎訳）

増進堂 1946年 11-4-1153 1947年1月13日 × × 紙谷

服部 3 聖アウグスティヌスとその時代
クリストファ・ドウソン（服
部英次郎訳）

増進堂 1946年 11-4-1355 1954年6月10日 × × 紙谷

服部 4 デカルト
H・ルフェーヴル（服部英次
郎・青木靖三訳）

岩波書店 1953年 11-1-2063 1953年12月7日 × × 紙谷

宮田 1 貨幣國定學説 クナップ（宮田喜代蔵訳） 岩波書店 1922年 1-2-2460 1962年3月31日 × × 紙谷
宮田 2 貨幣國定學説 クナップ（宮田喜代蔵訳） 岩波書店 1922年 1-2-405 1923年1月31日 × ○ 吉住
宮田 3 貨幣國定學説 クナップ（宮田喜代蔵訳） 岩波書店 1922年 1-2-407 1923年2月9日 × × 吉住
宮田 4 リーフマン經濟學原論 リーフマン（宮田喜代蔵訳） 同文館 1927年 5-2-409 1927年11月30日 × × 水田
宮田 5 リーフマン經濟學原論 リーフマン（宮田喜代蔵訳） 同文館 1927年  5-2-445 1928年9月11日 × × 水田
宮田 6 經營原理 宮田喜代蔵 春陽堂 1931年 1-1-3105 1962年3月31日 教員蔵書 × × 吉住

宮田 7 名古屋高等商業學校創立第拾周年記念論文集
名古屋高等商業学校創立第拾
周年記念論文集編輯委員編

名古屋高等商業学
校創立第拾周年記
念論文集編輯委員

1931年 5-1-234 1932年3月30日 × × 吉住

宮田 8 平價切下論 宮田喜代蔵 日本評論社 1934年 1-2-1178 1936年5月14日 × ○ 水田
宮田 9 商學論集 内池博士記念論文集刊行会編 同文館 1938年 1-1-1750 1956年2月27日 × ○ 紙谷
宮田 10 商學論集 内池博士記念論文集刊行会編 同文館 1938年 1-1-2702 1962年3月31日 × × 紙谷



宮田 11 經營と經濟との基本關係 宮田喜代蔵 金融研究会 1938年 1-1-3009 1962年3月31日 教員蔵書 × × 吉住
宮田 12 商學論集 内池博士記念論文集刊行会編 同文館 1938年 1-1-5729 1972年5月10日 教員蔵書 × × 紙谷
宮田 13 經營と經濟との基本關係 宮田喜代蔵 金融研究会 1938年 1-1-891 1938年4月9日 × ○ 吉住
宮田 14 商學論集 内池博士記念論文集刊行会編 同文館 1938年 1-1-899 1938年5月25日 × × 紙谷
宮田 15 貨幣論 宮田喜代蔵 平野書店 1938年 1-2-4168 1974年5月15日 × × 水田
宮田 16 貨幣論 中山伊知郎・東畑精一編 日本評論社 1940年 5-1-1094//20 1962年3月31日 × × 紙谷
宮田 17 貨幣の生活理論 宮田喜代蔵 日本評論社 1941年 1-2-1500 1941年3月10日 × ○ 水田
宮田 18 貨幣の生活理論 宮田喜代蔵 日本評論社 1941年 1-2-1501 1941年3月10日 × ○ 水田
宮田 19 貨幣の生活理論 宮田喜代蔵 日本評論社 1941年 1-2-2517 1962年3月31日 教員蔵書 × × 紙谷
宮田 20 貨幣の生活理論 宮田喜代蔵 日本評論社 1941年 1-2-3896 1973年5月10日 教員蔵書 × × 紙谷
宮田 21 國家經濟學の立場 宮田喜代蔵 甲文堂書店 1943年 5-2-1014 1943年12月14日 × ○ 水田
宮田 22 國家經濟學の立場 宮田喜代蔵 甲文堂書店 1943年 5-2-1563 1953年11月5日 × × 水田

宮田 23 再開貿易の形態とその將來
神戸金融経済研究会（宮田喜
代蔵閲）

青門社書房 1947年 1-10-411 1947年11月10日 × × 吉住

宮田 24 再開貿易の形態とその將來
神戸金融経済研究会（宮田喜
代蔵閲）

青門社書房 1947年 1-10-412 1947年11月10日 × × 平野

宮田 25 平價切下の理論 宮田喜代蔵 黎明書房 1947年 1-2-1628 1947年10月15日 × ○ 水田
宮田 26 インフレーションと平價切下 宮田喜代蔵 水谷書房 1947年 1-2-1629 1947年11月4日 × × 水田
宮田 27 平價切下の理論 宮田喜代蔵 黎明書房 1947年 1-2-1632 1947年12月7日 × × 紙谷
宮田 28 インフレーションと平價切下 宮田喜代蔵 水谷書房 1947年 1-2-1633 1947年12月7日 × × 水田
宮田 29 平價切下の理論 宮田喜代蔵 黎明書房 1947年 1-2-1729 1948年3月25日 × × 紙谷
宮田 30 通貨改革と平價切下 宮田喜代蔵 毎日新聞社 1948年 1-2-1658 1948年7月26日 × × 紙谷
宮田 31 經營合理化の原理 宮田喜代蔵 黎明書房 1949年 1-1-1317 1949年10月24日 × × 吉住
宮田 32 通貨安定論 宮田喜代蔵 理想社 1949年 1-2-1684 1949年5月30日 × × 水田
宮田 33 通貨安定論 宮田喜代蔵 理想社 1949年 1-2-2518 1962年3月31日 教員蔵書 × ○ 水田
宮田 34 デフレーション 宮田喜代蔵 弘文堂 1950年 1-2-2519 1962年3月31日 教員蔵書 × × 紙谷
宮田 35 國際經濟　普及版 宮田喜代蔵編 河出書房 1952年 5-1-1131//8 1952年11月17日 × × 紙谷
宮田 36 國際經濟　普及版 宮田喜代蔵編 河出書房 1952年 5-1-1270//8 1952年11月17日 × × 紙谷
宮田 37 國際經濟　特装版 宮田喜代蔵編 河出書房 1952年 5-1-1509//8 1952年11月17日 × × 紙谷
宮田 38 國際經濟　特装版 宮田喜代蔵編 河出書房 1952年 5-1-656//8 1952年11月24日 参考書印 × ○ 紙谷
宮田 39 國際經濟　特装版 宮田喜代蔵編 河出書房 1952年 5-1-720//8 1954年2月15日 × × 吉住
宮田 40 経済原論 宮田喜代蔵 同文館 1953年 5-2-1544 1953年9月28日 × × 水田
宮田 41 経済原論 宮田喜代蔵 同文館 1953年 5-2-1545 1953年9月28日 × × 水田
宮田 42 アジア經濟の現勢と日本 宮田喜代蔵編 森山書店 1954年 5-1-726 1954年8月10日 × × 紙谷
宮田 43 アジア經濟の現勢と日本 宮田喜代蔵編 森山書店 1954年 5-1-729 1954年8月31日 × × 紙谷
宮田 44 アジア經濟の現勢と日本 宮田喜代蔵編 森山書店 1954年  5-1-730 1954年9月10日 × × 紙谷
宮田 45 アジア經濟の現勢と日本 宮田喜代蔵編 森山書店 1954年 5-3-3889 1962年3月31日 教員蔵書 × × 吉住
宮田 46 アジア經濟の現勢と日本 宮田喜代蔵編 森山書店 1954年 5-3-4152 1963年10月14日 × × 吉住
宮田 47 アジア經濟の現勢と日本 宮田喜代蔵編 森山書店 1954年 5-3-4153 1963年10月14日 × × 吉住
（注）備考欄の「教員蔵書」は，謹呈の記載，蔵書印，寄贈印などから，教員の蔵書であったことが明らかに分かるものである。










































































































